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１-1．中国電力グループ経営ビジョン2040（目指す世界）

◼電力需要の増加や脱炭素ニーズの高まりなどの経営環境の変化や地域・社会課題を中国電力グループが
成長する機会として捉え、国内電気事業を成長の柱とするエネルギー事業を中心に、ステークホルダーの皆さ
まとともに成長していくという想いで「中国電力グループ経営ビジョン2040」を策定しました。
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◼中国電力グループ経営ビジョン2040の実現を通じて、ステークホルダーの皆さまの期待にお応えし、持続可
能な社会づくりに貢献していきます。

１-2．中国電力グループ経営ビジョン2040（価値創造ストーリー）
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◼中国電力グループのサステナビリティの実現に向けて、ESGの観点からサステナビリティ目標を設定しました。

◼サステナビリティ目標の環境目標としては、サプライチェーンGHG排出量（Scope1+2+3)2030年度50％
削減、2035年度60％削減（2013年度比）を設定しました。

１-3．中国電力グループ経営ビジョン2040（サステナビリティ目標）
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中国電力グループ環境経営方針（イメージ）

再
整
理

地球温暖化
対策の推進

循環型社会
形成の推進

地域環境
保全の推進

環境コミュニ
ケーション
の推進

環境マネジメ
ントの実践

環
境
行
動
計
画

Ｃ
Ｎ
戦
略
基
本
方
針

「2050年カーボンニュートラル」に
挑戦します

◆ エネルギーの脱炭素化を進めます。

◆ カーボンニュートラルへの挑戦を通じ
て、地域の発展に貢献します。

◆ カーボンニュートラルに資する技術
開発を進めます。

◼環境行動計画とCN戦略基本方針を統合するとともに、新たな方針では、国が定める第6次環境基本計画
に倣い、「カーボンニュートラル」、「循環型社会の形成」、「自然との共生」の3つを取り組みの柱としました。

◼その推進において重要な環境管理等の取り組みを「環境経営の基盤」として整理しました。

◆「2050年カーボンニュートラル」に挑戦します

◆循環型社会の形成を推進します

◆自然との共生に貢献します

◆環境経営の基盤となる取り組みを充実します
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２-1．中国電力グループ環境経営方針
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２-2．中国電力グループ環境経営方針 全体概要

◼ 「2050年カーボンニュートラルへの挑戦」、「循環型社会の形成」、「自然との共生」をテーマとして目標の達
成等に取り組むとともに、事業活動に伴う環境負荷の低減を進めながら「社会価値」と「経済価値」を同時に
創出する環境経営を実現し、グループ全体の企業価値向上を目指します。

方針 目標

「2050年カーボンニュートラル」に
挑戦します

• サプライチェーンGHG排出量（2013年度比）

➢2030年度▲50%、2035年度▲60%

• お客さま・地域の脱炭素化に資するサービスの開発と事業展開

• 事業別のCO2排出量（2030年度、中国電力個社）

循環型社会の形成を推進します

• 廃棄物の再資源化率95％以上(石炭灰有効利用含む)

• 廃プラスチック削減に向けた3R＋Renewableの推進

• お客さま・地域の循環型社会の形成に資する取り組みの推進

自然との共生に貢献します
• 大気・水域などへの環境負荷低減(環境保全協定値以下)

• 生物多様性に係る取り組みの推進

環境経営の基盤となる取り組みを
充実します

• 次世代層を対象としたエネルギー・環境教育支援活動

• 環境に関するお客さま・地域との対話活動

• 環境法規制の遵守・社会的要請への対応

• 従業員の環境の取り組みに係る理解促進
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◼2050年カーボンニュートラルの実現に向けては、「エネルギーの脱炭素化」と「お客さま・地域の脱炭素化」の
2本柱で取り組みを進めています。

◼また、サステナビリティ目標として、中国電力グループ全体のサプライチェーンGHG排出量（Scope1+2+3)
を2013年度比で2035年度に60％削減させることを目指していくこととしました。

◼なお、足元の取り組みとして、2030年度のCO2排出量目標を継続し、2030年度目標達成に向けた重点
施策を推進していきます。

３-1. 2050年カーボンニュートラルへの挑戦

※1 温室効果ガス
※2 2030年度は既存の事業別目標に倣い、削減率(2013年度比）で▲50%
のサプライチェーン排出量目標を設定。

サプライチェーンGHG※1排出量目標（グループ企業含む）

エネルギーの脱炭素化

カーボンニュートラル電力の活
用拡大と火力発電のトランジ
ションによるエネルギーの脱炭
素化

お客さま・地域の脱炭素化

お客さま・地域の脱炭素化に
資するサービスの開発と事業
展開

2013年度 2030年度※2 2035年度

基準年度
(4,955万t)

▲50%削減
(2,480万t)

▲60%削減
(1,980万t)

お客さま・地域の脱炭素化

エネルギーの脱炭素化

CO₂
排出量

小売事業と発電事業ともに、2030年度
CO₂排出量半減（2013年度比）

〔既存目標（継続）〕

お客さ
ま・地域

お客さま・地域の脱炭素化に資するサービ
スの開発と事業展開

〔新規目標（追加）〕

取り組みの方向性
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◼サプライチェーンGHG排出量目標の対象は、財務報告と平仄を揃え、連結対象としているグループ企業とし
ました。

◼なお、削減率の基準年となる2013年度から現在まで、グループ企業は統廃合されているため、2024年時
点で基準を選定しました。

３-2. サプライチェーンGHG排出量の算定対象（グループ会社）

中国電力グループ（連結子会社）

中電工業株式会社
Chugoku Electric Power International
Netherlands B.V.

中電プラント株式会社 エネルギア・パワー山口株式会社

中国計器工業株式会社 Chugoku Electric Power America. LLC

株式会社エネルギアL＆Bパートナーズ Chugoku Electric Power Singapore Pte. Ltd

中電環境テクノス株式会社 中国電力ネットワーク株式会社

株式会社エネコム 株式会社アドプレックス

株式会社エネルギア・ビジネスサービス 中国技術コンサルタント株式会社

株式会社エネルギア・ソリューション・アンド・サービス 株式会社エネルギア・ロジステックス

株式会社パワー・エンジニアリング・アンド・トレーニングサービス 中国高圧コンクリート工業株式会社

Chugoku Electric Power Australia 
Resources Pty. Ltd

株式会社電力サポート中国

〔対象となるグループ企業〕
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◼自社発電事業においては、原子力発電の稼働に加え、LNG火力のリプレースをはじめアンモニアの混焼や
CCSといった各種取り組みを推進し、2030年度のCO2排出量目標の達成を目指します。

◼小売事業においては、経済性・環境性を総合的に評価した最適な電力調達を実現し、2030年度のCO2
排出量目標の達成を目指します。

３-3. 中国電力個社のCO2排出量削減の方向性

上記以外 (重点施策 火力発電のトランジション参照)
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３-4. 2050年カーボンニュートラルへの挑戦 重点施策

※1 諸条件が整った段階で、本格運用に向けた対応を進める ※2 混焼率は熱量ベースで記載 ※3 石炭ガス化燃料電池複合発電 ※4 分離・貯留したCO2の利用
注 現時点において、実用化に向けた技術開発の進展が期待できる上記の施策に重点的に取り組む。今後の技術開発動向等を踏まえ、施策の評価・見直しを適宜行う

重点施策

◆柳井発電所新2号機が長期脱炭素
電源オークションにて落札

◆先進的CCS事業に係る設計作業等
に関する調査業務を2件受託

◆大崎クールジェンにて、バイオマス混合
ガス化実証を達成

2024年度の主な取り組み

◆島根2号機が営業運転再開

◆島根3号機が長期脱炭素電源オーク
ションにて落札

◆ FLOWRAへ参画。ひびき灘沖浮体
式洋上風力事業へ参画

◆下松発電所跡地において、系統用  
蓄電システム導入の諸準備を実施

◆既設発電設備の、同期調相機化に 
関する調査への応募・採択

◆ オフサイト発電特約の締結(2件)

◆お客さまの省エネ・CO2削減に向けた
「IoT型計測診断サービス」を開始

◆ エネルギーマネジメントを推進

◆下関市と、東広島市が脱炭素先行
地域に選定

◆ネットワークの次世代化を推進
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おわりに

• 内容につきましては細心の注意を払ってはおりますが、掲載された情報の誤りおよび当資料に掲載された情報に基づいて被ったいかなる損害について
も、当社及び情報提供者は一切責任を負いかねます。

• 当資料に記載されている当社の現在の計画、戦略などのうち、歴史的事実でないものは、将来の実績等に関する見通しであり、これらの将来予測
には、リスクや不確定な要因を含んでおります。そのため、実際の業績につきましては、記載の見通しと大きく異なる結果となることがあり得ます。従って、
当社として、その確実性を保証するものではありませんのでご了承ください。

• 当資料のいかなる情報も、当社株式の購入や売却等を勧誘するものではありません。また、当社は当資料の内容に関し、いかなる保証をするもので
もありません。

• 投資を行う際には、必ず当社が発行する有価証券報告書等の財務資料をご覧いただいた上で、ご自身の判断でなされるようお願いいたします。

＜お問い合わせ先＞
〒730-8701  広島市中区小町4-33
中国電力株式会社 経営管理部門 ＩＲ・経営分析グループ
Tel  082-544-2786
Mail info.ir.cg@hd.energia.co.jp
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